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(57)【要約】
【課題】被清掃面の拭き及び磨きを行う回転体が、安定
した拭き及び磨き効果を発揮することができる電気掃除
機の吸込具を提供すること。
【解決手段】被清掃面と対向する面に吸込口を設けたケ
ースと、ケース内に設けられ、吸込口と連通する吸込室
と、吸込室に連通し、ケースに回動自在かつ傾動可能に
連結した継手管と、被清掃面と接触する位置でケースに
設けられ、一方向への回転が規制され、逆方向への回転
が規制されない回転体とを備え、吸込室と近接して風路
が設けられ、回転体周面と対向するケース壁面に風路開
口が設けられ、風路は吸込室と吸引口にて連通し、吸引
口は、継手管の傾動動作により開閉するようにした。
【選択図】　　　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被清掃面と対向する面に吸込口を設けたケースと、
前記ケース内に設けられ、前記吸込口と連通する吸込室と、
前記吸込室に連通し、前記ケースに回動自在かつ傾動可能に連結した継手管と、
被清掃面と接触する位置で前記ケースに設けられ、一方向への回転が規制され、逆方向へ
の回転が規制されない回転体と、を備え、
　前記吸込室と近接して風路が設けられ、前記回転体周面と対向する前記ケース壁面に風
路開口が設けられ、前記風路は前記吸込室と吸引口にて連通し、
前記吸引口は、前記継手管の傾動動作により開閉することを特徴とする電気掃除機の吸込
具。　
【請求項２】
　前記吸引口は、前記継手管を被清掃面に対し所定の角度θ１より大きくなるように傾動
させると開き、所定の角度θ１以下になるように傾動させると前記継手管外壁によって閉
じられることを特徴とする請求項１記載の電気掃除機の吸込具。　
【請求項３】
　前記吸込室と連通している前記継手管の連通口の上下方向の寸法は、前記吸引口が開い
ている時の方が閉じている時よりも小さいことを特徴とする請求項１または請求項２いず
れかに記載の電気掃除機の吸込具。
【請求項４】
　前記風路開口の長手方向の寸法は、前記回転体の長手方向と同じ、若しくは前記回転体
の長手方向よりも長くしたことを特徴とする請求項１に記載の電気掃除機の吸込具。
【請求項５】
　前記回転体は円筒形状で、被清掃面と接触する前記回転体周面に起毛布が設けられてい
ることを特徴とする請求項１または請求項４のいずれかに記載の電気掃除機の吸込具。　
【請求項６】
　前記回転体は、吸込具を前進方向へ移動させた時に回転が規制され、後進方向へ移動さ
せた時に回転が規制されないことを特徴とする請求項１または請求項４または請求項５の
いずれかに記載の電気掃除機の吸込具。
【請求項７】
　前記回転体の回転規制は、前記回転体周面または前記回転体に備えられた回転体保持部
周面に係合するように設けられた制動輪によって行われることを特徴とする請求項１また
は請求項４または請求項５または請求項６のいずれかに記載の電気掃除機の吸込具。
【請求項８】
　前記ケース内に収容されて一端部が外部に突出する操作部を有し、前記制動輪を前記回
転体周面または前記回転体に備えられた回転体保持部周面との係合位置から離脱させる方
向に維持する係合解除手段を設けたことを特徴とする請求項７記載の電気掃除機の吸込具
。
【請求項９】
　前記係合解除手段により係合が解除された前記回転体は、いずれの方向への回転も規制
されないことを特徴とする請求項８記載の電気掃除機の吸込具。
【請求項１０】
塵埃を吸引するための電動送風機と、塵埃を収容するための集塵部を内部に設けた本体と
、
前記本体に接続されたホースと、
前記ホースに接続された取り回しのための把持部と、
前記把持部近傍に設けられ、前記電動送風機の入切等を操作する操作部と、
前記把持部に接続された延長管と、を備え、　
請求項１から請求項９いずれかに記載の電気掃除機の吸込具を備えたことを特徴とする電
気掃除機。
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【請求項１１】
塵埃を吸引するための電動送風機と、塵埃を収容するための集塵部を内部に設けた本体と
、
前記本体に接続されたホースと、
前記ホースに接続された取り回しのための把持部と、
前記把持部近傍に設けられ、前記電動送風機の入切等を操作する操作部と、
前記把持部に接続された延長管と、を備えた電気掃除機で、
被清掃面と対向する面に吸込口を設けたケースと、
前記ケース内に設けられ、前記吸込口と連通する吸込室と、
前記吸込室に連通し、前記ケースに回動自在かつ傾動可能に連結した継手管と、
被清掃面と接触する位置で前記ケースに設けられ、一方向への回転が規制され、逆方向へ
の回転が規制されない回転体と、を備え、
　前記吸込室と近接して風路が設けられ、前記回転体周面と対向する前記ケース壁面に風
路開口が設けられ、前記風路は前記吸込室と吸引口にて連通し、
前記吸引口は、前記継手管の傾動動作により開閉される電気掃除機の吸込具を備え、
前記吸引口が開いている時に、前記電動送風機が駆動していると、連通する前記吸引室か
ら前記回転体周面へ吸引方向の空気流が発生することを特徴とする電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電機掃除機に用いる吸込具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、フローリング床などの硬質平面を清掃する電気掃除機の吸込具として、床面に接
触することにより拭き及び磨き清掃する起毛布ローラーの回転方向の一方向の動きを規制
したものがある。
この様な吸込具は、起毛布ローラーの回転が規制される方向に動かした場合には、起毛布
ローラーの回転が停止した状態で、フローリング床などの硬質平面上を摺動し、雑巾がけ
の如く、拭き及び磨き性能を発揮する。
それに対し、吸込具を起毛布ローラーの回転が規制されない方向に動かした場合には、起
毛布ローラーが回転しながら掻取毛に接触することで、起毛布ローラーに付着した塵埃を
除去することができる（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、吸込口に設けられたブレードを有する回転清掃体とは別に、独立して回転駆動す
る起毛布ローラーを有する回転清掃体が設けられた吸込具がある。
この様な吸込具の回転ブレードを有する回転清掃体は、回転しながら清掃面に接触するこ
とにより、絨毯などに埋れた塵埃を掻きだす。また、起毛布ローラーを有する回転清掃体
は、電動機により回転駆動されて、床面を磨くものである
（例えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特許第３２６８５１４号公報（第６頁、図４）
【特許文献２】特開平６－３２７５９８号公報（第４頁、図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
しかしながら、特許文献１に記載の構成では、起毛布ローラーからの塵埃の除去は、起毛
布ローラーが回転規制されない方向に吸込具を進行させて、起毛布ローラーと掻取毛とを
接触させることにより行われる。
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この様な構造であると、被清掃面上と起毛布ローラーとの摩擦が小さい場合、起毛布ロー
ラーは数回転しか転動しないことがあるため、起毛布ローラー体の塵埃が除去しきれない
場合がある。
【０００６】
上記に加え、特許文献２に記載の構成では、床を磨く第１の回転清掃体の付着した塵埃を
除去する手段が無い為、目詰まりにより床面の清掃性能の低下が早い。
【０００７】
本発明は、上記課題を解決するためになされたもので、被清掃面の拭き及び磨きを行う回
転体が、安定した拭き及び磨き効果を発揮することができる電気掃除機の吸込具を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本発明の電気掃除機の吸込具は、被清掃面と対向する面に吸込口を設けたケースと、ケー
ス内に設けられ、吸込口と連通する吸込室と、吸込室に連通し、ケースに回動自在かつ傾
動可能に連結した継手管と、被清掃面と接触する位置でケースに設けられ、一方向への回
転が規制され、逆方向への回転が規制されない回転体とを備え、吸込室と近接して風路が
設けられ、回転体周面と対向するケース壁面に風路開口が設けられ、風路は吸込室と吸引
口にて連通し、吸引口は、継手管の傾動動作により開閉するようにしたものである。　
【発明の効果】
【０００９】
本発明の電気掃除機の吸込具において、回転体の回転を規制する吸込具の移動方向、前進
方向では床面の拭き及び磨きを行い、回転体が回転する吸込具の移動方向、後進方向では
回転体と吸込口を有するケースの間に設けられた風路に発生する吸引気流によって回転体
に付着した塵埃を回転体の回転と共に効率よく除去することが出来る。
　従って、回転体は常に塵埃が除去された状態に保つことができると共に、被清掃面の拭
き及び磨きの清掃効果を安定化できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の全体構成を示す斜視図であ
る。
【図２】本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の被清掃面と対向する面（ケ
ース下面）から見た状態を示す斜視図である。
【図３】本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具を電気掃除機本体に接続した
状態を示す模式図である。
【図４】本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の吸引口が開いた状態での継
手管と吸引口の関係を示す図１に示したＡ－Ａ断面の断面図である。
【図５】本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の吸引口が閉じた状態での継
手管と吸引口の関係を示す図１に示したＡ－Ａ断面の断面図である。
【図６】本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の吸引口が閉じた状態からさ
らに継手管を鋭角方向へ傾動させた状態を示す図１に示したＡ－Ａ断面の断面図である。
【図７】本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の制動輪の係合状態を示す断
面図である。
【図８】本発明の実施の形態２における電気掃除機の吸込具の全体構成を示す斜視図であ
る。
【図９】本発明の実施の形態２における電気掃除機の吸込具の制動輪の係合状態を示す図
８に示したＢ－Ｂ断面の断面図である。
【図１０】本発明の実施の形態２における電気掃除機の吸込具の制動輪の係合解除状態を
示す図８に示したＢ－Ｂ断面の断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
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実施の形態１．
　図１は本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の全体構成を示す斜視図、図
２は本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の被清掃面と対向する面（ケース
下面）から見た状態を示す斜視図、図３は本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸
込具を電気掃除機本体に接続した状態を示す模式図、図４は本発明の実施の形態１におけ
る電気掃除機の吸込具の吸引口が開いた状態での継手管と吸引口の関係を示す図１に示し
たＡ－Ａ断面の断面図、図５は本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の吸引
口が閉じた状態での継手管と吸引口の関係を示す図１に示したＡ－Ａ断面の断面図、図６
は本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の吸引口が閉じた状態からさらに継
手管を鋭角方向へ傾動させた状態を示す図１に示したＡ－Ａ断面の断面図、図７は本発明
の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の制動輪の係合状態を示す断面図である。
【００１２】
なお、それぞれの図において、同じ部分または相当する部分には同じ符号を付し、一部の
説明を省略する。また、複数の部材であって、符号に「ａ、ｂ等」を付記するものについ
て、共通する内容を説明する際には、符号に付した「ａ、ｂ等」を削除して、その一方の
部材について説明する。　
【００１３】
　図１から図２に基き、本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具の構成を説明
する。図１から図２に示すように、吸込具本体１００のケース１０は、下ケース１１と上
ケース１２で構成され、下ケース１１には被清掃面Ｓと対向する面であるケース下面１３
に設けた被清掃面Ｓに存在する塵埃を吸込むための吸込口１５が設けられている。それか
ら後述する延長管１０４と吸込具本体１００を接続するための接続部４１が一端部に設け
られた継手管４０が、他端部に形成された取付部１４を下ケース１１と、上ケース１２に
所定の角度で傾動可能に挟持され連結されている。
【００１４】
ケース１０内には、吸込口１５から被清掃面Ｓへ向かって突出するように、回転ブラシ２
０が軸支されている。回転ブラシ２０は、周面に複数の螺旋状の溝が形成された円筒状部
材２１と、この円筒状部材２１の両端に設けられた回転ブラシ用回転軸２２と、螺旋状の
溝に埋め込まれた毛ブラシ２３により構成されている。ここで毛ブラシ２３は、ゴム等の
弾性体からなるブレード形状の部材を用いてもよく、本発明においては関係がないので、
適宜選択が可能である。
【００１５】
回転ブラシ２０の駆動は、ケース１０内に設けられた回転ブラシ用電動機（図示せず）の
回転軸（図示せず）と、回転ブラシ２０の回転軸２２との間に、駆動ベルト（図示せず）
を架け渡し、後述する電気掃除機本体１０１から供給される電力で回転ブラシ用電動機を
回転させることにより回転駆動され、非清掃面Ｓから塵埃を掃き出し掻き揚げ、吸込口１
５から吸い込み非清掃面Ｓからの塵埃除去をより確実にする。
【００１６】
それから、ケース下面１３にケース下面１３から被清掃面Ｓへ向かって突出するように、
第1の車輪１８ａ、１８ｂおよび第２の車輪１９が設けられている。第1の車輪１８ａ、１
８ｂは非清掃面Ｓから所定の距離を置いた位置に支持されており、回転ブラシ２０が非清
掃面Ｓに対して適正な位置にくるようになっている。よって、回転ブラシ２０が適正に働
き、非清掃面Ｓから所定の距離も確保できるので吸込具本体１００の移動も滑らかにでき
るようになっている。ここで第1の車輪１８ａ、１８ｂは車輪ではなく起毛布からなる滑
り部材を用いてもよく、本発明においては関係がないので、適宜選択が可能である。
【００１７】
第２の車輪１９はケース下面１３に出没自在に支持されており、非清掃面Ｓから吸込具本
体１００を浮かした状態ではケース下面１３から突出するようになっていて、非清掃面Ｓ
へ吸込具本体１００を置いた状態ではケース下面１３に没するようになっている。この出
没に連動し、回転ブラシの回転駆動を入切するスイッチ（図示せず）がケース１０内に設
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けられており、非清掃面Ｓへ吸込具本体１００を置いてケース下面１３に第２の車輪１９
が没している時にスイッチが入となり、非清掃面Ｓから吸込具本体１００を浮かしケース
下面１３から第２の車輪１９が突出している時にスイッチが切となるようになっている。
【００１８】
また、ケース下面１３にケース下面１３から被清掃面Ｓへ向かって突出するように、回転
体３０が軸支されている。回転体３０は、周面に凹凸が少ない円筒状部材３１の周面に起
毛布３２が貼り付けられ、円筒状部材３１の両端に設けられた回転体保持部３３ａ、３３
ｂが回転体用回転軸３４を貫通するように構成されている。
【００１９】
なお、回転体は後述する制動輪６０により、一方向への回転が規制されるようになってい
て、本発明の実施の形態１の構成では、進行前進方向Ｆへ吸込具本体１００を移動させた
時に規制が掛かり、進行後退方向Ｒへ吸込具本体１００を移動させた時に規制が掛からな
いようになっている。そのため、進行前進方向Ｆへ吸込具本体１００を移動させた時は、
回転体３０が回転せず、周面に貼り付けられた起毛布３２が非清掃面Ｓと摩擦状態となり
、非清掃面Ｓが例えばフローリングのような硬質面であれば拭き及び磨きを行い、絨毯の
ような軟質面であれば塵埃を擦りとるようになる。
【００２０】
次に図３に基き、吸込具本体１００が接続された電気掃除機の構成を説明する。図３に示
すように、電気掃除機本体１０１にホース１０２の一端部が接続され、ホース１０２の他
端部に把持部１０３の一端部が接続されている。把持部１０３の近傍には操作部１０４が
設けられており、電気掃除機の強、中、弱の切替えや、電源の入切、回転ブラシの入切等
を操作できるようになっている。さらに、把持部１０３の他端部に、延長管１０５の一端
部が接続され、延長管１０５の他端部と継手管４０の接続部４１を接続して吸込具本体１
００が接続されて、掃除が可能な電気掃除機の構成となる。
また、電気掃除機本体１０１内には、電動送風機１０６及び集塵部１０７が設けられてい
る。
【００２１】
さらに、図４に基き、吸込具本体１００の内部構成を説明する。図４に示すように、ケー
ス１０の内部に、ケース下面１３に設けられた吸込口１５と連通する吸込室１６が設けら
れており、継手管４０とも連通口１７にて連通している。　
【００２２】
回転体３０の起毛布３２が貼り付けられた周面と対向する下ケース壁面５０に風路開口５
１が設けられ、吸込室１６の下方に風路５２が設けられている。風路５２は吸込室１６と
吸引口５３にて連通するようになっている。
【００２３】
次に、図７に基き、回転体３０の回転を規制する構成を説明する。図７に示すように、ケ
ース１０内に楔状空間７０が傾斜壁７１によって形成されている。楔状空間７０には、傾
斜壁７１と回転体３０の回転体保持部３３の周面とに係合する位置に、制動輪６０が制動
輪保持具６１により保持されている。
【００２４】
この状態で、吸込具本体１００を進行前進方向Ｆへ移動させると、回転体３０は時計回り
の方向へ回転しようとするが、制動輪６０が回転体保持部３３の周面と係合しているため
、制動輪６０が楔状空間７０の下方へ引き込まれるようになり、傾斜壁７１の狭まった方
へ押し付けられる力が働き、制動輪６０の回転が規制されることにより、係合関係にある
回転体３０の回転も規制されるようになる。
【００２５】
逆に、吸込具本体１００を進行後退方向Ｒへ移動させると、回転体３０は反時計回りの方
向へ回転し、制動輪６０が楔状空間７０の上方へ動くようになり、傾斜壁７１の広まった
方への力が働ので、制動輪６０の回転が規制されず、したがって係合関係にある回転体３
０の回転も規制されずに自由に回転できるようになっている。
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【００２６】
以上のように構成された本発明の実施の形態１における電気掃除機の吸込具について、図
３及び図４から図７により電気掃除機に接続された状態での動作を説明する。
【００２７】
　図４に示すように、回転ブラシ２０の毛ブラシ２３は非清掃面Ｓに接触している。この
状態で、図３で示した操作部１０４で例えば強スイッチを入れると電気掃除機本体１０１
内に設けられた電動送風機１０６が駆動し、電気掃除機本体１０１内部へ空気を吸い込む
方向の空気流が発生して、吸込口１５近辺は負圧となり非清掃面Ｓに存在する塵埃を吸い
込み始め清掃が開始される。さらに回転ブラシの入切スイッチを入にすると、回転ブラシ
２０は進行前進方向Ｆに対して正回転となるようになっており、吸込室１６の方へ向かっ
て非清掃面Ｓに存在する塵埃を掃き出し掻き揚げるので塵埃が吸込み易い。
【００２８】
さらに回転体３０も非清掃面Ｓに接触している。回転体３０は進行前進方向Ｆへ吸込具本
体１００を移動させた時に規制が掛かるようになっているため、進行前進方向Ｆへ吸込具
本体１００を移動させた時には回転体３０は回転せず、周面に貼り付けられた起毛布３２
が非清掃面Ｓと摩擦状態となり、起毛布３２に塵埃を付着させるようにして非清掃面Ｓが
例えばフローリングのような硬質面であれば拭き及び磨きを行い、絨毯のような軟質面で
あれば塵埃を擦りとる。
【００２９】
　吸込室１６と風路５２は吸込口５３により連通しているが、吸込口５３は常時開状態と
なっている訳ではなく、継手管４０の外壁によって閉塞された状態となる場合がある。図
４において、継手管４０は非清掃面Ｓに対して角度θ１、例えば５５度から６０度程度の
位置に傾けられているが、この角度θ１以上になると吸引口５３は開状態となり、継手管
４０が傾動できる限度角度、例えば９０度まで動かしても開状態が維持されるようになっ
ている。
【００３０】
　吸込口５３が開状態となると、電気掃除機本体１０１内部へ空気を吸い込む方向の吸引
気流により、風路開口５１から風路５２を通過して吸込口５３を通り吸込室１６へ吸引さ
れる方向の吸引気流が生じる。この吸引気流により、回転体３０の周面に貼り付けられた
起毛布３２に付着した塵埃を引き剥がす方向の力が働き、回転体３０の周面に貼り付けら
れた起毛布３２から塵埃を引き剥がし除去することが可能となる。
【００３１】
引き剥がされた塵埃は、風路開口５１から風路５２を通過して吸込口５３を通り吸込室１
６へ吸引され、吸込口１５から吸い込まれた塵埃とともに、電気掃除機本体１０１内に設
けられた例えば紙パックのような集塵部１０７に収容されることになる。
【００３２】
図５及び図６に示すように、継手管４０が非清掃面Ｓに対して角度θ１より小さい角度θ
２や角度θ３の状態のときは、吸込口５３が継手管４０の外壁によって閉塞されているの
で、回転体３０の周面に貼り付けられた起毛布３２に付着した塵埃を引き剥がす方向の力
は働かない。
【００３３】
図４に示すように、継手管４０が非清掃面Ｓに対して角度θ１以上になると、吸込口５３
が開くので、回転体３０の周面に貼り付けられた起毛布３２に付着した塵埃を引き剥がす
方向の力が働くようになるが、この時、連通口１７の上下方向の寸法も、継手管４０の傾
動角度に連動し、角度θ１の時はＰ１、角度θ２の時はＰ２、角度θ３の時はＰ３という
ように変化するようになっている。
【００３４】
吸引口５３が開いていない時の連通口１７の上下方向の寸法Ｐ２やＰ３と比較すると、吸
引口５３が開いる時の連通口１７の上下方向の寸法Ｐ１の方が小さくなっていて、Ｐ１＜
Ｐ２＜Ｐ３という関係になっている。このことにより、吸込口１５からの吸引気流が制限
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され、吸引口５３からの吸引気流が流れるようになるので、回転体３０の周面に貼り付け
られた起毛布３２から塵埃を引き剥がす吸引気流が確保できる。
【００３５】
それから、把持部１０３を把持して電気掃除機を取り回すようにした時、吸込具本体１０
０を進行前進方向Ｆへ移動させるようにすると、継手管４０が非清掃面Ｓに対して角度θ
１よりも小さくなり易く、吸込具本体１００を進行後退方向Ｒへ移動させるようにすると
、継手管４０が非清掃面Ｓに対して角度θ１以上になり易い。
【００３６】
そのため、回転体３０の回転が規制され、回転体３０の周面に貼り付けられた起毛布３２
が非清掃面Ｓに対し拭き及び磨き状態となっている時には、回転体３０の周面に貼り付け
られた起毛布３２から塵埃を引き剥がす吸引気流が発生し難くなり、回転体３０の回転が
規制されていない時には、回転体３０の周面に貼り付けられた起毛布３２から塵埃を引き
剥がす吸引気流が発生し易くなっているため、回転体３０の周面に貼り付けられた起毛布
３２は回転しながら、吸引気流を受けるので、周方向全てで塵埃を引き剥がす吸引気流を
受けることができる。
【００３７】
以上の構成、動作により、回転体３０が規制された時、非清掃面Ｓが例えばフローリング
のような硬質面であれば拭き及び磨きを、絨毯のような軟質面であれば塵埃を擦りとると
いうことを確実に行うことができ、風路開口５１から風路５２を通過して吸込口５３を通
り吸込室１６へ吸引される方向の吸引気流により、回転体３０の周面に貼り付けられた起
毛布３２に付着した塵埃を引き剥がす方向の力が働き、回転体３０が規制されない時は、
回転体３０の周面に貼り付けられた起毛布３２の全周に吸引力を与えることができるので
、起毛布３２の全周から塵埃を引き剥がし除去することが可能となり、回転体３０の周面
に貼り付けられた起毛布３２の拭き及び磨き、または塵埃を擦りとる性能を、清掃作業を
しながら回復することができるという効果を奏することができる。
【００３８】
本実施の形態では、回転ブラシを電動機駆動としたが、電動送風機の吸引気流を利用した
タービンブラシでもよく、本発明においては関係がないので、適宜選択が可能である。ま
た、本実施の形態では、回転ブラシを備えているが、回転ブラシを備えていなくても、本
発明においては関係がなく、同様の効果を奏することができる。
【００３９】
実施の形態２．
　図８は本発明の実施の形態２における電気掃除機の吸込具の全体構成を示す斜視図、図
９は本発明の実施の形態２における電気掃除機の吸込具の制動輪の係合状態を示す図８に
示したＢ－Ｂ断面の断面図、図１０は本発明の実施の形態２における電気掃除機の吸込具
の制動輪の係合解除状態を示す図８に示したＢ－Ｂ断面の断面図である。
図８から図１０に基き、本発明の実施の形態２における電気掃除機の吸込具の構成及び動
作を説明する。
【００４０】
図８に示すように、吸込具本体２００のケース９０を構成する上ケース９１には穴９２が
設けられ、ケース９０内に設けられた操作レバー８０の操作部分が貫通して突出している
。操作レバー８０は、図９及び図１０に示すように制動輪保持具８１と連動しており、進
行後退方向Ｒ側に操作レバー８０を倒すと制動輪保持具８１との連動が解除され、ばね８
２の力で制動輪６０が回転体保持部３３の周面との係合状態となり、回転体３０の一方向
への回転が規制された状態となる。
【００４１】
反対に、進行前進方向Ｆ側に操作レバー８０を倒すと制動輪保持具８１がばね８２の力に
反して持ち上がり、制動輪６０と回転体保持部３３の周面との係合が解除されるようにな
り、回転体３０の規制が解除され、どちらの回転方向へも自由に回転できる状態となる。
【００４２】
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以上のような構成としたことで、非清掃面Ｓが拭き及び磨きを必要としない、例えば絨毯
のような軟質面である場合では、操作レバー８０を回転体３０の規制を解除する方向に倒
すことで、吸込具本体２００を進行前進方向Ｆ、進行後退方向Ｒのどちらに移動させても
回転体３０が回転するので、吸込具本体２００をスムーズに移動させることができ、継手
管４０が非清掃面Ｓに対して角度θ１以上になれば、実施の形態１の時と同様に、回転体
３０の周面に貼り付けられた起毛布３２から塵埃を引き剥がし除去することが可能となり
、回転体３０の周面に貼り付けられた起毛布３２の塵埃を擦りとる性能を回復するという
効果を奏することができる。
【００４３】
以上のことにより、本発明の電気掃除機の吸込具は、吸込具を備える電気掃除機に広く利
用することができる。
【符号の説明】
【００４４】
Ｓ　非清掃面、Ｆ　進行前進方向、Ｒ　進行後退方向、Ｐ１　θ１の時の連通口上下寸法
、Ｐ２　θ２の時の連通口上下寸法、Ｐ３　θ３の時の連通口上下寸法　
１０　ケース、１１　下ケース、１２　上ケース、１３　ケース下面、１４　取付部、１
５　吸込口、１６　吸込室、１７　連通口、１８（ａ、ｂ）　第1の車輪、１９　第２の
車輪、２０　回転ブラシ、２１　円筒状部材、２２　回転ブラシ用回転軸、２３　毛ブラ
シ、３０　回転体、３１　円筒状部材、３２　起毛布、３３（ａ、ｂ）　回転体保持部、
３４　回転体用回転軸、４０　継手管、４１　接続部、５０　下ケース壁面、５１　風路
開口、５２　風路、５３　吸引口、６０　制動輪、６１　制動輪保持具、７０　楔状空間
、７１　傾斜壁、８０　操作レバー、８１　制動輪保持具、８２　ばね、９０　ケース、
９１　上ケース、９２　穴、１００　吸込具本体、１０１　電気掃除機本体、１０２　ホ
ース、１０３　把持部、１０４　操作部、１０５　延長管、１０６　電動送風機、１０７
　集塵部、２００　吸込具本体
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